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さくらっこ広場通信 第 81 号  

さわやかな初夏の⾵の中・・明⽇は「⺟の⽇」 
 ゴールデンウィーク後の福島県内、市内のコロナ感染症の感染状況は、第 4 波の影響が⾒られ、油断
できない様⼦です。連休中も、「⾃粛」が続きましたが、7 組 18 名の親⼦の皆さんと、「いつも通り」の
広場を開くことができました。 

実習を控えた学⽣たちは参加しなかったため、「お姉さんは？」「お姉さんにも来てほしかった」と⾔っ
てくれるさくらっこたちでしたが、それでも何のその・・じっくり遊びこむ姿には、頼もしさを感じるば
かりです。 

  
さて、5 ⽉ 9 ⽇（⽇）は⺟の⽇ですので、毎年プレゼントを作ってきました。お⽗さんも含めて、「お

うちの⼈へ」のコンセプトでもありますが、今年はさくらっこたちの写真を、⾃由に飾り付けた紙⽫に、
コラージュしてお⺟さんやお⽗さんが貼り付けてくださいました。 

私は「⾃由に貼り付けてください」と、お願いして写真をその場で印刷して並べただけでしたが、皆さ
んのイメージで、お⼦さんたちとのすてきなコラボレーションの作品ができていきました。 
 学⽣がいない中で、おもちゃの散らかりも、絵具の⼤胆さも「いつも通り」でしたが、皆さんのお⼒で、
しっかりきれいに⽚づきました。終盤に、部活が急に中⽌になった R くんとお⺟さんも駆けつけてくだ
さって、楽しく無事に終えることができました。 
  

 
 貼り付ける写真について、結構注⽂が付きました。「はやぶさ」の描き⽅がお⾒事です。 



  
毎回、「何を作ろうか」と、材料選びからじっくりと始めるお兄ちゃんの A くんです。 
⼀⽅「絵具で遊ぶ」と決めて、スモック（パパのワイシャツリメイク）持参で「絵具出してください」

と、お話ししてくれた、妹の R ちゃんです。ママと⼀緒に、絵具遊びを楽しみました。 

     
  ハンドルさばき鮮やか、H くん     この後、ゴツンしてたいへんでした・・ 

ごめんね、Y ちゃん 

     
   S ちゃんは、前⻭が抜けたことを真っ先に    メダカに興味津々Jくん 

教えてくれました。 



   

⼀番最初に来てくれて、最後まで⼒いっぱい遊んでくれました。Kちゃんと R くん・・ 
お⺟さんは「ここが、⼤好きなんですよね」と、苦笑い。 

 

      
   芸術家たち・・「ペイントするの」と、   ママたちも、お絵描きしながら、お話しに花 

⼿形をペタペタ 

       

滑り台に、もう⼀つマットの滑り台を重ね、「ウォータースライダーだあ！」と、アイディアマンの 
A くん。⼈気の遊び⽅で、みんな重なって乗ってきて「おいおい、危ないでしょ」と、Mくん S くんお
⽗さんは、汗かきながら、フォロー中です・・ありがとうございます。 
 



 

   
R くん、今⽇は練習試合が急に中⽌になったとか。いつまでも遊びが終わらない⼈たちを⾒て「おれ

と Y くんみたいだ」と、ついこの間までの⾃分を回顧する⾔葉がでました。 
なんと、⼤⼈になったのだねえ。絨毯についた絵の具をきれいに掃除してくれました。 
ママは、ひたすらパレットを洗ってくださいました。ありがとうございます。 

「広場」はどんどん進化していると、今⽇も感動のうちに皆さんとのひと時を⼼から楽しめた私です。 
いつも、本当にありがとうございます。また、会いましょう、皆さんお元気で！ 
 
 ご参加くださるときは、下記のメールにて参加申し込みをお願いいたします。 
  体調の悪い⽅は、参加をご遠慮ください。 

新規参加ご希望の⽅は、短⼤ こども保育コース教員 狩野奈緒⼦までお電話ください。 
 
 

さくらっこ広場 5 ⽉・6 ⽉の予定 
5 ⽉ 29 ⽇（⼟）シャボン⽟遊びをしよう 
6 ⽉ 5 ⽇（⼟） 絵具で遊ぼう 
   26 ⽇（⼟） 絵具で遊ぼう 

10：00〜11：30 （親⼦ 10 組程度まで） 
＊汚れてよい服装でおいでください。 

    着替えもご⽤意ください。 
 

連絡先 
桜の聖⺟短期⼤学 ⽣活科学科 
福祉こども専攻 狩野奈緒⼦ 
e-mail naoko-k@ssjc.ac.jp 
℡ 024（534）7137（代表） 


